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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年５月期第２四半期  3,353  18.1 △1,632 － △1,582  － △1,631 －

24年５月期第２四半期  2,838 △4.0 △1,871 － △1,810  － △1,924 －

（注）包括利益 25年５月期第２四半期 △1,530百万円（ ％） － 24年５月期第２四半期 △2,047百万円 （ ％） －

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

円 銭 円 銭

25年５月期第２四半期 △290.80 －

24年５月期第２四半期 △343.11 －

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

25年５月期第２四半期  18,126  8,269  45.3

24年５月期  16,896  9,799  57.6

（参考）自己資本 25年５月期第２四半期 8,205百万円 24年５月期 9,727百万円 

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
24年５月期  － 0.00 － 0.00  0.00

25年５月期  － 0.00

25年５月期（予想） － 8.00  8.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

３．平成25年５月期の連結業績予想（平成24年６月１日～平成25年５月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期  18,000  6.4  550 －  580  812.3  400  －  71.31

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



※  注記事項 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（４）発行済株式数（普通株式） 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）第１四半期連結会計期間より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更

と区別することが困難な場合」に該当しております。詳細は、添付資料３ページ「会計方針の変更・会計上の見積

りの変更・修正再表示」をご覧ください。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年５月期２Ｑ 7,261,060株 24年５月期 7,261,060株

② 期末自己株式数 25年５月期２Ｑ 1,651,500株 24年５月期 1,651,580株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年５月期２Ｑ 5,609,537株 24年５月期２Ｑ 5,609,551株

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しております。

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想に関する

定性的情報」をご覧ください。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における経営環境は、ユーロ圏の信用不安の継続、新興国経済の成長鈍化などによる

グローバルな経済不安に加え、領土問題などの外交課題が顕在化し、日本製品の不買運動の発生など先行き不透明

な状況で推移いたしました。また国内においては、長期化する円高や株価の低迷、原子力発電所の稼動制限の影響

を受けたエネルギー問題とともに、国内政局では衆議院の解散に伴う年末総選挙の実施決定など、混沌とした状況

により予断を許さない状況で推移いたしました。 

建設コンサルタント業界においても、公共事業投資の縮減傾向が継続する中、東日本大震災に関する復興需要は

あるものの、原発事故に伴う放射能汚染問題、政治情勢の混乱に伴う公債発行特例法案の決議遅れによる予算の執

行抑制などの影響により、引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の中、当連結グループは、「Ｅ・Ｊグループ第２次中期経営計画」に基づき、案件創出型の営業

活動及び海外事業活動を積極的に推進し、営業基盤の強化を図るとともに、引き続き、重点分野である環境・エネ

ルギー分野、自然災害リスク軽減分野、都市・地域再生分野、インフラ・マネジメント分野に注力し、技術力の差

別化並びに顧客評価の向上に努め、また、プロポーザル型業務の特定率向上などによる高付加価値型業務の受注拡

大を図ることで、受注シェアの拡大、経営基盤の強化に努めてまいりました。 

当連結グループは、「インフラソリューションコンサルタントグループ」としての責務を果たすため、震災復興

関連事業や全国の防災関連事業のニーズに積極的に対応してまいりました。特に、地域防災関連につきましては、

各地において防災の必要性を訴え事業化の提案を実施しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、受注高120億28百万円（前年同期比118.7％）、売上高33億53百

万円（同 118.1％）となりました。一方、損益面においては、受注の大半が官公需という特性により、通常の営業

の形態として、納期が年度末に集中するため売上高が第４四半期連結会計期間に偏重する傾向にありますが、固定

費や販売費及び一般管理費については月々ほぼ均等に発生することから、営業損失16億32百万円（前年同期は営業

損失18億71百万円）、経常損失15億82百万円（同 経常損失18億10百万円）となり、四半期純損失16億31百万円

（同 四半期純損失19億24百万円）となりました。なお、当連結グループは構造改革による固定費の削減を継続し

ております。 

当連結グループのセグメントは、総合建設コンサルタント事業のみの単一セグメントでありますので、セグメン

ト別の業績は記載しておりません。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ12億29百万円増加し、181億26百万円となり

ました。 

流動資産は、前連結会計年度末と比べ11億89百万円増加し、105億円となりました。これは主に、現金及び預金

が14億84百万円減少した一方で、たな卸資産が27億69百万円増加したことによるものであります。なお、当連結グ

ループの業務の特性として、業務の完成及び顧客からの入金が第４四半期連結会計期間に偏る傾向にあります。 

固定資産は、前連結会計年度末と比べ40百万円増加し、76億25百万円となりました。これは主に、償却によりの

れんが49百万円減少した一方で、時価上昇等により投資有価証券が１億42百万円増加したことによるものでありま

す。 

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べ27億60百万円増加し、98億57百万円となりまし

た。これは主に、借入金が19億90百万円、未成業務受入金が９億46百万円それぞれ増加したことによるものであり

ます。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ15億30百万円減少し、82億69百万円となりま

した。これは主に、当第２四半期連結累計期間の四半期純損益が16億31百万円の損失計上となったことによるもの

であります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当連結グループは、総合建設コンサルタント事業を主な事業内容としており、主要顧客である中央省庁及び地方

自治体への納期が年度末に集中することから、売上高が第４四半期連結会計期間に偏重する傾向があります。 

通期の業績予想については、平成24年７月12日に公表した業績予想数値に変更はありません。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に取得し

た有形固定資産及び投資不動産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これによる損益への影響は軽微であります。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年５月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,082 4,597

受取手形及び売掛金 1,142 792

有価証券 175 175

たな卸資産 1,628 4,397

繰延税金資産 2 5

その他 296 544

貸倒引当金 △14 △11

流動資産合計 9,311 10,500

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,377 1,339

土地 2,320 2,320

その他（純額） 125 127

有形固定資産合計 3,822 3,787

無形固定資産   

のれん 591 542

その他 241 224

無形固定資産合計 833 767

投資その他の資産   

投資有価証券 1,330 1,473

固定化営業債権 15 16

投資不動産（純額） 483 479

繰延税金資産 12 12

その他 1,119 1,123

貸倒引当金 △32 △33

投資その他の資産合計 2,928 3,071

固定資産合計 7,584 7,625

資産合計 16,896 18,126
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年５月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

業務未払金 474 257

短期借入金 600 3,010

1年内返済予定の長期借入金 602 501

未払法人税等 110 73

繰延税金負債 0 0

未成業務受入金 1,583 2,529

受注損失引当金 26 15

その他 889 999

流動負債合計 4,287 7,387

固定負債   

長期借入金 772 454

繰延税金負債 47 57

退職給付引当金 1,751 1,753

長期未払金 173 146

その他 63 57

固定負債合計 2,809 2,469

負債合計 7,097 9,857

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 5,379 5,379

利益剰余金 6,717 5,086

自己株式 △4,202 △4,202

株主資本合計 9,894 8,263

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △167 △58

その他の包括利益累計額合計 △167 △58

少数株主持分 72 63

純資産合計 9,799 8,269

負債純資産合計 16,896 18,126
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成24年11月30日) 

売上高 2,838 3,353

売上原価 2,513 2,807

売上総利益 325 545

販売費及び一般管理費 2,196 2,178

営業損失（△） △1,871 △1,632

営業外収益   

受取利息 31 21

受取配当金 10 8

負ののれん償却額 23 －

不動産賃貸料 36 22

匿名組合投資利益 1 18

その他 10 14

営業外収益合計 113 85

営業外費用   

支払利息 25 17

不動産賃貸費用 16 10

その他 9 6

営業外費用合計 52 35

経常損失（△） △1,810 △1,582

特別損失   

固定資産除却損 14 －

投資有価証券評価損 30 －

事務所移転費用 17 3

特別損失合計 62 3

税金等調整前四半期純損失（△） △1,872 △1,586

法人税、住民税及び事業税 50 60

法人税等調整額 7 △6

法人税等合計 57 54

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,930 △1,640

少数株主損失（△） △5 △8

四半期純損失（△） △1,924 △1,631

E・Jホールディングス㈱（2153）　平成25年5月期第2四半期決算短信

6



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成24年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,930 △1,640

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △116 109

その他の包括利益合計 △116 109

四半期包括利益 △2,047 △1,530

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,041 △1,521

少数株主に係る四半期包括利益 △5 △8

E・Jホールディングス㈱（2153）　平成25年5月期第2四半期決算短信

7



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年６月１日 
 至 平成23年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年６月１日 
 至 平成24年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,872 △1,586

減価償却費 131 121

のれん償却額 85 49

負ののれん償却額 △23 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △3

受注損失引当金の増減額（△は減少） 24 △11

退職給付引当金の増減額（△は減少） △81 3

受取利息及び受取配当金 △41 △30

支払利息 25 17

投資有価証券評価損益（△は益） 30 －

匿名組合投資損益（△は益） △1 △18

売上債権の増減額（△は増加） 117 349

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,017 △2,769

未成業務受入金の増減額（△は減少） 1,059 946

仕入債務の増減額（△は減少） △46 △224

未払消費税等の増減額（△は減少） △13 △99

その他 △252 △59

小計 △3,873 △3,314

利息及び配当金の受取額 41 30

利息の支払額 △25 △17

法人税等の支払額 △102 △88

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,960 △3,390

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △310 －

定期預金の払戻による収入 380 110

有形固定資産の取得による支出 △18 △35

無形固定資産の取得による支出 △19 △23

投資有価証券の取得による支出 － △20

その他 △9 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー 22 24

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,200 2,410

長期借入金の返済による支出 △570 △419

その他 △1 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,628 1,991

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,310 △1,374

現金及び現金同等物の期首残高 5,446 5,325

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,136 3,950
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該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

① 生産実績 

（単位：百万円）

（注） 上記の金額は販売価格に生産進捗率を乗じて算出しており、消費税等は含まれておりません。 

  

② 受注実績 

（単位：百万円）

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

③ 販売実績 

（単位：百万円）

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

   生産、受注及び販売の状況

業務別 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成23年６月１日 
至 平成23年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成24年６月１日 
至 平成24年11月30日） 

（参考）前連結会計年度
（自 平成23年６月１日 
至 平成24年５月31日） 

建設コンサルタント業務  5,850  6,196  14,532

調査業務  1,203  1,328  2,915

合計  7,054  7,525  17,448

業務別  

前第２四半期連結累計期間
（自 平成23年６月１日 
至 平成23年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成24年６月１日 
至 平成24年11月30日） 

（参考）前連結会計年度
（自 平成23年６月１日 
至 平成24年５月31日） 

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

建設コンサルタント業務  8,564  12,054  10,517  14,471  14,992  6,550

調査業務  1,568  1,905  1,511  2,162  3,219  1,407

合計  10,132  13,959  12,028  16,633  18,211  7,958

業務別 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成23年６月１日 
至 平成23年11月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成24年６月１日 
至 平成24年11月30日） 

（参考）前連結会計年度
（自 平成23年６月１日 
至 平成24年５月31日） 

建設コンサルタント業務  2,364  2,596  14,296

調査業務  474  757  2,622

合計  2,838  3,353  16,919
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